
8. 検証結果：系統混雑緩和効果

4. 業務フローと検証範囲

2. 事業目標1. 事業の目的・スケジュール

NEDO再生可能エネルギー分野成果報告会2026

団体名：東京電力パワーグリッド（株），（一財）電力中央研究所，（学）早稲田大学，（株）エナリス，（株）日立製作所，関西電力送配電（株），（国）東京大学
中部電力パワーグリッド（株），東京電力エナジーパートナー（株），東京電力ホールディングス（株），（株）本田技術研究所，【再委託】（国）筑波大学

電源の統合コスト低減に向けた電力システムの柔軟性確保・最適化のための技術開発事業（日本版コネクト＆マネージ2.0）
研究開発項目１ ＤＥＲ等を活用したフレキシビリティ技術開発

需給課題・系統課題の解決に向けたフレキシビリティ最適活用技術の開発（その1）

エネルギー基本計画の達成に向けて、将来の「需給面」や「系統面」に対し、分散型エネルギーリソース（DER）を活用す
ることにより、再生可能エネルギーの変動性への柔軟性を確保した次世代の電力ネットワークの実現が期待される。また、そ
の実現手段として、DERの活用状況を共有し制御を可能とする仕組み、すなわち、DERフレキシビリティを活用する仕組み
の確立が必要となる。

本事業では、以下の2つについて検討。本発表では、「FLEX DER」について報告。
WG1：FLEX DER ：「系統面」の課題解決を目的とし、FLEX DERプロジェクト※（2022～2024年度）で

新たに抽出された残課題に対し、社会実装ならびに将来の適用領域拡大に向けて検討

WG2：DER集約配分機能：「需給面」、「系統面」の課題解決を目的とし、需給運用と系統運用の全体最適を
図りながらDERを活用するため、DERを活用した需給バランス等の維持と
系統混雑緩和を両立する仕組み（DER集約配分機能）を検討

5. フィールド実証概要

6. フィールド実証用システムと設備の概要 7. フィールド実証での制御パターン
フィールド実証では、仮想メニュー（商品要件）として、「容量市場 発動指令

電源」を参考とした要件を設定し、検証を実施した。

9. 検証結果：DERフレキシビリティの活用検討

10. その他の検討：DERフレキシビリティの追加検討

12. まとめと今後の取組み

 次年度のフィールド実証に向け、新たなDERフレキシビリティを追加するため、低圧DERフレキシビリティ（ヒートポンプ給湯
器等）と、小型データセンター（DC）の導入検討などを実施した。

プラットフォーム機能の検討として、精算の仕組みや見える化UIなどについて検討を行った。見える化UIの検討では、アグリ
ゲーターへ公開が必要な情報を整理し、UI画面のイメージ（案）を作成した。

連絡先：東京電力パワーグリッド株式会社 プロジェクト担当窓口
MAIL：FLEX-DER_CONTACT@ml.tepco.co.jp

フィールド実証において、潮流予測にもとづき運用容量(仮想値)の超過を自動
で検出し、制御指令が発出されDERフレキシビリティが応動することにより系統混
雑が緩和された（配電用変電所の逆潮流が減少した）ことを確認した。

“FLEX DER”では、「一般送配電事業者領域，セーフティネット領域，プ
ラットフォーム領域，アグリゲーター領域」の4つの領域に分類し、それぞれ検討
項目を設定した。

系統用蓄電池 EV・EV充電設備 需要家併設蓄電池 低圧DERフレキシビリティ群

DERフレキシビリティの活用検討では、DERをフレキシビリティとして運用する際の標準的な制御技術及び運用上の要件をまとめるため、フィールド実証の結果などにもとづき評価・検討を行った。以下は、検討結果の一例である。
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※ FLEX DERプロジェクト：NEDO電力系統の混雑緩和のための分散型エネルギーリソース制御技術開発(FLEX DER)事業

目標（FLEX-DER）：
2024年度までのFLEX DERプロジェクトにおいて抽出した技術的な残課題を解決し、再エネの出力制御を回避しつつ配

電系統の混雑緩和を可能とするDERフレキシビリティシステムの実装に向けて、足下での解決が必要な課題について、フィー
ルド実証も交えて検証を進め、配電用変電所の混雑緩和に必要な技術の確立を目指す。

DERフレキシビリティ活用時の想定業務フロ―にもとづき、主に青枠内の業務フ
ローに対応する実証用システムを構築し、フィールド実証を通じた検証を行った。

数年前

① 混雑予測

①’ 調達限界費用算定

③ フレキシビリティ募集

⑤ マッチング・応札確認
（フレキシビリティ活用判断）

⑥ フレキシビリティ契約
    (約定)

システム間接続確認

事前テスト

AC/RAおよびDER登録

⑨ 速報値(1週間前)
   ※AC/RAへメール共有

前日

⑦ 平日/休祭日混雑
予測(月単位）

1週間前

⑧ DER制御量(最大
値)算定

⑩ 翌日の混雑予測
（17:00予定）

⑪ DER制御量算定

⑫ 速報値（前日）
  ※AC/RAへメール共有

⑬ DER運用調整/計
画

当日

⑯ 確報値送信
（API連携）

(⑭ ベースライン算定)

⑮ 当日の混雑予測
（1～3時間前）

指令端末指令端末

複合

⑱ 実績報告

⑲ 応動評価/精算

当日以降

⑭ ベースライン算定/
報告（事後）

事前に対応

1年前

一送 PF AC/RA

④ フレキシビリティ応札

当日

⑰ DER制御

フィールド実証での検証範囲

◎東電PG、早稲田大学

◎東電PG

◎東電PG、中部電力PG、早稲田大学

◎東電PG、東電HD、東電EP、本田技術研究所、エナリス

アグリゲーションコーディネーター

DERフレキシビリティ活用プラットフォーム

一般送配電事業者

リソースアグリゲーター

需要家蓄電池 EV系統用蓄電池 低圧リソース
再エネ設備
（PV等）
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C
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予測精度を踏まえたDERフレキシビリティの運用方法の確立
予測誤差や DERフレキシビリティ の応動性を踏まえた募集量と調達

コストの考え方、運用条件を整理する。その上で、予測精度を踏まえた
フレキシビリティの指令発出方法を含め標準的な運用方法を確立する。
・対応課題：系統混雑予測、フレキシビリティ運用

プラットフォーム機能に必要な技術の確立
「募集エリアを伝える仕組み（見える化）」や「系統切替時の指令方法
」等を整理し、DER フレキシビリティ活用プラットフォームの標準的な機
能要件をまとめる。
・対応課題：DERフレキシビリティ活用プラットフォーム

セーフティーネットの技術的手段の確立
DERフレキシビリティの不応動リスクを考慮したPV等制御によるバックアップ手段の整備が必要となる。そこで、具体的な技術的手段として、

「再エネ出力制御システムの活用、専用機器設置」の実装方法及び運用方法/発動条件等を整理し、適用する際の技術的な要件をまとめる。
・対応課題：セーフティーネット

DERフレキシビリティの運用技術の確立
フレキシビリティの活用に向けて、DERフレキシビリティの種別ごとの標

準的な制御技術及び運用上の要件をまとめる。
・対応課題：DER運用高度化

データセンター

管理・運用

連携

出力
制御

連携

連携

（略称）

配電線１

配電用変電所
変圧器

■負荷契約
高圧需要家：7.4MW（約70件）
低圧需要家：20.0MW（約5,000件）

■発電契約(主にPV)
高圧連系 ：11.6MW（約10件）
低圧連系 ：5.0MW（約200件）

■活用したDER
D1：系統用蓄電池（1,999kW/5,995kWh）
D2：電動車（EV）10台（最大30kW/355kWh）
D3：需要家併型設蓄電池（100kW）[自治体併設]
D6：低圧DERフレキシビリティ群①（4.8kW/11kWh）
D7：低圧DERフレキシビリティ群②（6.0kW/22kW）

D6

6.6kV66kV

（負荷・発電契約量は2022/5/16時点の値）

D3

D2

D1

電圧・電流・力率測定

：センサ内蔵開閉器
（電圧・電流・力率測定）

配電線２

配電線３

配電線５

※ 上記は、対象フィールドの幹線を概略的に記したもの。
    配電線４には水力発電所のみが連系しているため省略。

D7

フィールド実証では、配電用変電所にて系統混雑（変圧器の運用容量超過）
が発生することを想定し、実系統を活用した実証用システムの検証、ならびにDER
フレキシビリティを活用した系統混雑緩和の実現性の評価を行った。
なお、フィールド実証エリアとして、太陽光発電を中心とした再エネの系統連系が進

み、配電用変電所の変圧器において一定の逆潮流（最大14MW程度）が発生
している系統（栃木県那須塩原市）を選定した。

項目 具体的要件 考え方

指令項目 有効電力量 P [kW]
有効電力指令
ゼロ指令有り

制御連続
発動時間

3時間×2断面※1

（9:00～12:00、12:00～15:00）
制御が必要な時間
＋予備制御時間

制御単位時間 30分（6コマ） × 2断面※1 発動指令電源を参考

指令タイミング
実需給の3時間以上前
（指令の変更なし）

発動指令電源を参考

制御応動報告 30分値（翌々月末まで報告）※2 発動指令電源を参考

応動精度

上下限の規定なし
各コマの未達成量=
（指令値(kW)/2）– 各コマの応動実績(kWh)

（未達成量にもとづきペナルティ算定※3）

発動指令電源を参考

※1 各断面は別々に募集。
※2 実証データは1分毎に採録（制御前後1時間含む）。
※3 実証では、ペナルティなし（データ分析のみ）。インセンティブは発動実績から未達成量を差し引いて、算定し、未達成量がマイナスの場合は0として扱う。

フィールド実証に向けて、各領域に分けてシステム及び設備を構築した。

分類 概要

A.系統混雑予測・
フレキシビリティ運用

・短期の潮流予測手法の精度向上
・募集量と調達コストの考え方の整理 など

・予測精度を踏まえたフレキシビリティの運用方法
の検討

・フレキシビリティの運用条件の検討 など

B.セーフティーネット
・セーフティーネットの実装方法の検討
・運用方法・発動条件等の検討 など

C.DERフレキシビリティ
   活用プラットフォーム

・アグリゲーターへの情報開示方法の検討
・精算の仕組みの検討 など

D.DERフレキシビリティ
運用高度化

・マルチユース制御の高度化検討 など

FKEX-DERプロジェクトで抽出した残課題（抜粋）

2025年度はフィールド実証を通じたDERフレキシビリティの運用上の課題整理やシミュレーション評価等に向けた準備を中
心に、検討を実施した。2026年度はこれらの成果を踏まえ、DERフレキシビリティの活用に必要となる標準的な運用・制御
技術の確立に向けて、各種検証や評価を継続して実施予定である。

11. その他の検討：プラットフォーム機能の検討

公示

公示

公示エリアの
イメージ

フレキシビリティの位置

▼PFを通じてアグリゲーターへ表示する公示情報
✓ 公示情報に合わせて、地図情報を表示
✓ 地図情報に公示対象エリアを表示
✓ リソースの位置情報をピン表示

項目 詳細項目 具体的なイメージ（例）

(1)募集(公示)時期
募集(公示)開始日 2025年10月01日

募集(公示)終了日 2025年12月28日

(2)制御対象期間

対象年度 2026年度

制御開始 2026年04月01日

制御終了 2027年03月31日

(3)公示エリア情報
公示エリア情報 対象の市区町村リスト

GISデータ 地図上での見える化

(4)対応線路番号 番号 tokyo/XXXXXXXX/X

(5)募集量

募集量 2,000kW

募集要件 パターン②（容量市場ベース）

想定発動日数 20日

電圧 高圧，低圧

募集エリアを伝える仕組み（見る化）のUIイメージアグリゲーターへ公開が必要な情報（一例）

UIへの反映

エコキュートと蓄電池の同時制御に向け、機器の制御上の制約を踏まえた運用手法を整理。

フィールド実証に向け、制御の要件を踏まえつつ、
実証用システム環境を構築※ 。
※メーカーサーバー（クラウド）経由での機器制御例

制御要件

⚫ ユーザの生活スタイルに合わせて制御する必要があるエコキュートと、制御
性に優れる蓄電池を組み合わせ、調整力を最大化する必要がある。

【上げDR制御】
✓ エコキュートは、前日指令のみで当日指令（取り消し・変更）が不可。

※ユーザの湯使用に影響が出ないよう焚き上げを行う仕組みのため。
✓ 蓄電池は、前日指令と当日指令に対応可能。

エコキュート
の制約の

詳細

⚫ エコキュートの制御上の制約
✓ 前日の夜間にのみ、当日の沸き上げ時刻の設定が可能
✓ 電力（W）の制御は不可

※機器が自動で決定（外気温等に影響、春秋は1kW程度）
✓ 沸き上げ電力量（Wh）は、ユーザ依存（残湯量次第）

BT-RAサーバー

BTメーカーサーバー ECメーカーサーバー

EC-RAサーバー

データ取得 指令データ取得指令

A宅

ECBT

B宅

ECBT

RAシステム 

指令データ取得

※WLS（Workload Shift）：特定の電力供給エリアからその他の電力供給エリアへ、データセンターの計算処理（
ワークロード）を動的に移動させる技術および取組み。

RCシステム

RAシステム

実証用指令端末

PF（制御機能）

ACシステム

ワークロード用ソフトウェア（Kubernetes）

GPUサーバ②
東京大学 柏II キャンパス

光ファイバNW

マザーオーケストレータ

ア
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GPUサーバ①
実証エリア
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システム構成（概要）

東京大学
柏II キャンパス

GPUサーバ②
（mdx I）

実証エリア
（栃木県那須塩原市）

GPUサーバ①

管理用サーバ

電力測定機器

L
2
S
W

RCシステム

RAシステム

電力測定クラウド

マザーオーケストレータ

ネットワーク構成（概要）

光ファイバNW

INTERNET
(リモートアクセス）

小型データセンター（DC）：
DC需要制御に必要となる標準的な制御技術及び運用上の要件を

まとめるため、ネットワーク構成およびシステム構成を検討し、次年度の
フィールド実証に向けて、小型DCを設計・導入した。
また、 「DERフレキシビリティ活用に向けた運用方法の確立」と「DC早

期接続」に向けた運用方法の検討方針を整理した。

低圧DER（ヒートポンプ給湯器等）：
ヒートポンプ給湯器と蓄電池の同時制御の課題を抽出し、機器の制

御上の制約を踏まえて、運用手法および制御システムを検討した。また、
次年度のフィールド実証に向け実証用設備の導入等を実施した。
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応動結果（30分値データ）
指令値

実績値（機器点）

実績値（受電点）

充電

放電

制御遅れ（制御開始時の段階制御）に伴う
応動量不足発生

制御時間帯

秋季フィールド実証を通じて、系統接続条件に伴う制御遅れなど、運用・制御上の課題を確認。

フィールド実証にて得られた課題 想定される対応

①制御開始時の段階制御
系統連系条件（ランプ制御の実施）に伴い、

制御遅れと応動量不足が発生した。

②SoC管理機能
翌日以降の指令に備え、SOCの調整（放電）

を行う必要がある。

①制御開始時の段階制御
指令時間帯よりも前に応動を開始するなどの仕組み又は

運用が必要となる。

②SoC管理機能
翌日の指令と、市場価格を考慮した放電制御が可能な

仕組みをアグリゲーターシステム等へ導入する必要がある。

FLEX DERプロジェクトでのアンケート結果を踏まえ、容量市場の要件をベースとして事
業性評価を進めることとし、評価条件をまとめた。また、フィールド実証を通じ、制御上の
課題を整理すると共に、机上評価にて秋季・冬季で応動性に差異がないことを確認した。

フィールド実証を通じて、応動性の検証を行うとともに応動不足の要因を分析した。ま
た、「出社台数不足、嵌（かん）合台数不足、空き容量不足」の三つの要因に対し、対
策の可否および対策の方向性を検討し、整理した。

実施内容 DER応動結果

9/30 火 全量発動 OK

10/1 水 全量発動 OK

10/2 木 系統切替模擬 OK

10/3 金 系統切替模擬 OK

10/4 土 全量発動 応動未達発生

10/5 日 全量発動 OK

10/6 月 全量発動 OK

10/7 火 部分発動 OK

10/8 水 部分発動 OK

10/9 木 部分発動 OK

10/10 金 部分発動 OK

10/11 土 全量発動 応動未達発生

10/12 日 全量発動 応動未達発生

10/13 月(祝) 全量発動 OK

10/14 火 全量発動 OK

10/15 水 発動無し OK

10/16 木 発動無し OK

10/17 金 全量発動 OK

10/18 土 全量発動 OK

10/19 日 全量発動 応動未達発生

10/20 月 ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ訓練 OK

10/21 火

10/22 水 全量発動 OK

10/23 木 全量発動 応動未達発生

10/24 金 全量発動 OK

日程

実施内容 DER応動結果

9/30 火 全量発動 OK

10/1 水 全量発動 OK

10/2 木 系統切替模擬 OK

10/3 金 系統切替模擬 OK

10/4 土 全量発動 応動未達発生

10/5 日 全量発動 OK

10/6 月 全量発動 OK

10/7 火 部分発動 OK

10/8 水 部分発動 OK

10/9 木 部分発動 OK

10/10 金 部分発動 OK

10/11 土 全量発動 応動未達発生

10/12 日 全量発動 応動未達発生

10/13 月(祝) 全量発動 OK

10/14 火 全量発動 OK

10/15 水 発動無し OK

10/16 木 発動無し OK

10/17 金 全量発動 OK

10/18 土 全量発動 OK

10/19 日 全量発動 応動未達発生

10/20 月 ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ訓練 OK

10/21 火

10/22 水 全量発動 OK

10/23 木 全量発動 応動未達発生

10/24 金 全量発動 OK

日程

応動達成基準
 “30分平均kWの実績値”  ≧  “指令値”+”基準値”の合算

(折れ線) (積み上げグラフ)

空き容量不足

フィールド実証を通じた検証
”フレキシビリティニーズ利用” と “モビリティニーズ利用”
を両立をコンセプトとした運用を行い、基礎データを収集
。約8割の日程にて、指令通りに応動が可能である一方
で、残り約2割の日程において応動量不足が発生。応
動量不足の原因を分析。

未達発生要因 課題 対策案

リソース特性に由来し、物理的固定がない
代替リソース（他需要地のEV等）によるリカバリー制御
※EVリソースの面的な普及が前提

嵌合操作が人の行動に依存
（RAによる未嵌合車両へのリカバリー手段なし）

EVユーザーの行動変容を促す手段の導入
（EVユーザーが主体的に勘合を行う環境・施策の導入）

充電・入札運用設計が不十分
（EVのモビリティ利用後のSOC状態の考慮が不足）

通勤消費量を基にした入札水準の設定
普段の職場充電水準の適正化(満充電にしない)

嵌合台数不足

出社台数不足

空き容量不足

フィールド実証の結果を踏まえ、DER活用観点で長期運用を実施した際の課題を整理するとともに、対策案の検討を実施。
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実証日_10/15 実証日_10/21 実証日_10/22
Loｗ4of5
(現行手法)

Low4of5
（当日調整）

直前値

算定
方法

応動日の直近5日間
の過去実績より算定

左記の値について
応動開始時間の
２～5時間前の
実績値で補正

応答時刻の
60分前の実績値を

そのまま使用

精度 △ 〇 ◎

運用 ◎
算定方法が容易かつ

意図的な操作が
難しい

△
意図的な充放電
により基準値の
操作が可能

△
左記に加え

専用の計量装置と
応答性の早い算定
システムの実装が
必要（高価）

ベースラインの精度向上に向け、算出方法の比較・評価を実施し、各ベースライン活用
時の運用上の留意点をまとめた。また、フィールド実証を通じ、制御上の課題を整理する
とともに、需要家エネマネの都合上、冬季はDRの上げしろが少ないことを確認した。

ベースライン精度向上に向けた検討：現行のベースライン算定方法では当日の需要変動を考慮できず誤差が大きくなることが
想定されるため、精度向上に向け主要なベースライン算定方法の評価を実施し、留意点を整理した。

フィールド実証を通じた検証：
需要家の電力消費が伸びるため、冬季はDRの上げしろ
が少ないことを確認した。

0

20

40

60

80

100

120

6
:0

0

7
:3

0

9
:0

0

1
0
:3

0

1
2
:0

0

1
3
:3

0

1
5
:0

0

1
6
:3

0

1
8
:0

0

1
9
:3

0

2
1
:0

0

2
2
:3

0

0
:0

0

1
:3

0

3
:0

0

4
:3

0

6
:0

0

7
:3

0

9
:0

0

1
0
:3

0

1
2
:0

0

1
3
:3

0

1
5
:0

0

1
6
:3

0

2026/1/20 2026/1/21

受
電

電
力

・
充

放
電

量
_
k
W

@
3
0
分

日時

受電電力(充放電前) (参考)2025年10月同曜日平均

昨年10月の火曜水曜日平均と比較し、
最大90kW程度の需要の乖離が発生

冬季に需要ピークが発生する需要家であり、
10月に対し、1月の電力消費が大幅に増加。
DRの上げしろが限定されることを確認。

区分 概要

区分１
募集系統にて 群を構成する一部DERに何らかの支
障が生じた際、内部で協調制御を実施

区分２
その他、例えば、上記の支障にて、同一時間帯での
複数募集系統間での協調制御を実施

群構成（群制御方式による可用性向上）の検討の一例※

※メーカサーバー（クラウド）を経由せず協調制御を実現

配電線2

配電線5
仮想で配電線5へ

・・・

区分１：内部協調制御
（F実証含め検討）

区分２：募集系統間で
協調制御(検討中)

低圧DERフレキシビリティの群管理技術の検討として、実証エリア内にて２つの低圧
DERフレキシビリティ群を活用し、フィールド実証にて指令・制御要件どおりに追従できてい
ることを確認し、群制御技術の有効性を確認した。また、受電点電力データの予測の評
価に向けて検証条件を整理した。2026年度のフィールド実証に向け、エリア外リソースを
含めた群構成を検討した。

フィールド実証を通じた検証：
実証エリア内の７つの低圧DERフレキシビリティ（ハイブリッド給湯器等）を、電力系統の構成に合わせ2つの群に分類

し、応動性を検証した。検証の結果、いずれの時間帯も指令・制御要件等に沿って応動することができたことを確認した。

例：低圧DER
フレキシビリティ群D6

2025年10月24日
9時～15時 3㎾

結果：良好(追従)

実証指令端末

ACシステム

RAシステム

系統用蓄電池

制御機能
(実証用システム)

①

②

プラットフォーム領域
（DERフレキシビリティ

活用プラットフォーム）

一般送配電事業者領域
（一送システム模擬）

EV・EV充電設備

アグリゲーター領域
（クラウド・現地機器）

変電所
計測データ

日射量
予測データ

RAシステム

オンライン連係

RA-GW RA-GW

需要家併設蓄電池

RAシステム

RA-GW

①対象系統情報 ＋ 商品メニュー情報 ＋ 制御指令
②系統紐づけ情報 ＋ 制御指令

低圧DERフレキシビリティ群① 低圧DERフレキシビリティ群②

ACシステム

RA-GWRA-GW

オンライン
連係

オンライン
連係

オンライン
連係等

見える化機能
(構築中)

検証範囲

一例）系統用蓄電池

RAシステム

逆潮流

順潮流

実証時間帯

翌日の試験のため、
蓄電池の放電対応を実施

DERフレキシビリティ
の活用により逆潮流が減少

DERフレキシビリティ
活用時の逆潮流

DERフレキシビリティを活用
しない時の逆潮流（想定）

配電用変電所の
運用容量（イメージ）

DERフレキシビリティ
の応動実績

3. 検討項目と検討体制

研究開発項目 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

WG1：FLEX DER

WG2：2DER集約配分機能

技術開発・実証
実証継続

(残課題対応)

FS
(ロジック検討)
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